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四季想「白云泉」………………………………… 1

2020年清涼飲料市場動向

2020年の清涼飲料市場は生産量が2年連続で前年割れとな
った．この背景には，新型コロナの影響による3月以降の
外出自粛や在宅ワーク推進などの消費者の行動変容と7月
の天候不順などの影響がある．本稿では販売チャネルの変
容，分野別の市場動向，ヒット商品，環境対応等に着目し，
20年の市場動向を解説する．
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2020年の缶詰，びん詰，レトルト食品生産数量

2020年（1～12月）の缶詰，びん詰生産は231万トン（３
億7,243万箱．実箱）で，前年対比89.8％と減少している．
このうち飲料缶詰を除いた一般食料缶詰，びん詰の生産は，
27.3万トン（3,883万箱）で前年対比96.1％と減少している．
飲料缶詰の生産は，204万トン（3億3,360万箱）で前年
対比89.0％と減少．レトルト食品の生産は，38.9万トン
（5,937万箱）で前年対比101.4％と増加している．
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もう町から「本屋さん」が消えて久しい．電車の中で左右
を見ると7割方はスマホである．これで今後，環境問題や
国際緊張の世界に日本を導いて行く人材が育つのだろうか．
想像力，対話力は，過去から学んで育つ．取材メモ（捕物
控）から有用そうなネタを探して提供する．
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